
第５２号議案

加東市臨時又は非常勤の嘱託員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例制定の件

加東市臨時又は非常勤の嘱託員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

を次のように定める。

令和元年９月３日提出

加東市長 安 田 正 義

加東市条例第  号

加東市臨時又は非常勤の嘱託員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例

 （加東市臨時又は非常勤の嘱託員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正）

第１条 加東市臨時又は非常勤の嘱託員等の報酬及び費用弁償に関する条例（平成１８年加

東市条例第３８号）の一部を次のように改正する。

  別表に次のように加える。 

学校評議員 年額 ５，０００円 

第２条 加東市臨時又は非常勤の嘱託員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を次のよ

うに改正する。  

題名を次のように改める。 

加東市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例 

第１条中「第３条第３項第３号」の右に「及び第３号の２」を加え、「掲げる臨時又は

非常勤の顧問、参与、調査員、嘱託員及びこれらの者に準ずる者（以下「非常勤の嘱託員

等」という。）」を「定める特別職の職員で非常勤のもの（以下「特別職の職員」という。）」

に改める。 

第２条及び第３条第１項中「非常勤の嘱託員等」を「特別職の職員」に改める。 

別表スポーツ推進委員の項、青少年補導委員の項、英語指導助手の部、消費生活相談員

の項、市税等徴収員の項、納税相談員の項及びスクールソーシャルワーカーの項を削る。 

附 則

 （施行期日等）

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、令和２年４月１日から



施行する。

２ 第１条の規定による改正後の加東市臨時又は非常勤の嘱託員等の報酬及び費用弁償に関

する条例は、平成３１年４月１日から適用する。



加東市臨時又は非常勤の嘱託員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正    

（要旨） 

１ 改正理由 

(1) 加東市立認定こども園の運営に関し、外部評価として専門的な見地から意見を徴し、

保護者や地域住民と連携を図り特色ある教育、保育を主体的に展開する必要があること

から、学校評議員を設置するため、所要の改正を行うもの。 

(2) 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律（平成２９年法律第２９号）の施 

行に伴い、現行で定める特別職非常勤職員について、法令に基づき設置されている職種 

等の範囲を限定すること及び任用要件を満たなさい職種等に区分けするため所要の改正 

を行うもの。 

２ 改正内容  

(1) 非常勤の嘱託員等に学校評議員を加え、その報酬の額を定めること。（第１条関係） 

(2) 特別職非常勤職員として任用すべき職並びにその報酬及び費用弁償について定める 

こと。（第２条関係） 

３ 施行期日  (1) ２(1)関係 公布の日（平成３１年４月１日から適用） 

        (2) ２(2)関係 令和２年４月１日 

第５２号議案 要旨



新   旧   対   照   表 

現       行 改   正   案 

○加東市臨時又は非常勤の嘱託員等の報酬及び費用弁償に関する

条例の一部改正（第１条関係）

別表（第２条関係）

区分 報酬の額 

（略） （略） 

スクールソーシャルワーカー １日 １５，５００円 

 （略） 

○加東市臨時又は非常勤の嘱託員等の報酬及び費用弁償に関する

条例の一部改正（第２条関係） 

加東市臨時又は非常勤の嘱託員等の報酬及び費用弁償に関

する条例  

（趣旨） 

第１条 この条例は、他の条例に特別の定めのあるものを除くほ

 か、地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第３条第３項第

 ３号       に掲げる臨時又は非常勤の顧問、参与、調査

員、嘱託員及びこれらの者に準ずる者（以下「特別職の嘱託職員

等」という。）の報酬及び費用弁償に関し必要な事項を定めるも

のとする。 

別表（第２条関係）

区分 報酬の額 

（略） （略） 

スクールソーシャルワーカー １日 １５，５００円 

学校評議員 年額 ５，０００円       

 （略）

加東市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例 

（趣旨） 

第１条 この条例は、他の条例に特別の定めのあるものを除くほ

 か、地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第３条第３項第

 ３号及び第３号の２に定める特別職の職員で非常勤のもの（以下

「特別職の職員」という。）                 

       の報酬及び費用弁償に関し必要な事項を定めるも

のとする。
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（報酬の額及び支給方法） 

第２条 非常勤の嘱託員等の報酬の額は、別表に掲げるとおりと

する。 

２ 前項に規定する非常勤の嘱託員等以外で市長が勤務の特殊性

その他特別の理由があると認める非常勤の嘱託員等の報酬の額

は、前項に規定する額との均衡を考慮し、予算の範囲内で任命

権者が市長と協議して定める額とする。ただし、月額で支給す

る場合における就職した月及び離職し、又は死亡した月の報酬

の額は、日割りにより計算した額とする。

第３条 非常勤の嘱託員等が公務のため旅行したときは、その旅

行について、費用弁償として旅費を支給する。 

２ （略）

別表（第２条関係） 

区分 報酬の額 

 （略）  （略） 

選挙管理委員

会 

 （略）  （略） 

期日前投票立会人 １日 ９，６００円 

スポーツ推進委員 年額 ４８，０００円 

青少年補導委員 年額 １５，０００円 

英語指導助手 週３５時間勤務の者 月額 ３１０，０００円 

週２９時間勤務の者 月額 ２５６，０００円 

（報酬の額及び支給方法） 

第２条 特別職の職員  の報酬の額は、別表に掲げるとおりと

する。 

２ 前項に規定する特別職の職員  以外で市長が勤務の特殊性

その他特別の理由があると認める特別職の職員  の報酬の額

は、前項に規定する額との均衡を考慮し、予算の範囲内で任命

 権者が市長と協議して定める額とする。ただし、月額で支給す

る場合における就職した月及び離職し、又は死亡した月の報酬

  の額は、日割りにより計算した額とする。

第３条 特別職の職員  が公務のため旅行したときは、その旅

行について、費用弁償として旅費を支給する。 

２ （略）

別表（第２条関係） 

区分 報酬の額 

 （略）  （略） 

選挙管理委員

会 

 （略）  （略） 

期日前投票立会人 １日 ９，６００円 

福祉事務所嘱託医師 １日 ２０，１００円 

学校評議員 年額 ５，０００円 

 （略） 



週２３時間１５分勤

務の者 

月額 ２０５，０００円 

週１５時間３０分勤

務の者 

月額 １３７，０００円 

週１１時間４０分勤

務の者 

月額 １０３，０００円 

消費生活相談員 １日 １２，０００円 

市税等徴収員 月額 ９２，０００円＋５０

０円×徴収件数＋過年度分徴

収金額×５パーセント＋現年

度分徴収金額×２．５パーセ

ント 

納税相談員 月額 ８１，０００円＋５０

円×相談件数 

福祉事務所嘱託医師 １日 ２０，１００円 

スクールソーシャルワーカー １日 １５，５００円 

学校評議員 年額 ５，０００円 

（略）


